
② ロッドスイッチの荷重設定が車輌に合わず、高すぎる可能性があります。

シフトアームのレバー比によってはロッドスイッチの荷重設定が合わない場合がありますので、ご相談下さい｡

③ プルスイッチのONになるタイミングが遅い｡ (※スプリング式プルスイッチを選択されている場合。) 
プルスイッチの調整を見直して下さい｡少しON になるタイミングを早くします。

？ シフトアップした後のショックが大きい

 ① 点火カット時間が、車両にあっているか確認して下さい｡(ボリュームで点火カット時間を調整して下さい) 
＊ カット時間が短いときは、ガツンガツンという感じで後輪からのショックが大きく出ます。

＊カット時間が長いときは、バスンバスンという感じで失速時間が長く車体のピッチングが大きく出ます。

 ② プルスイッチのONになるタイミングが早い。(※スプリング式プルスイッチを選択されている場合。) 
シフトペダルの遊びの範囲が終わるところでスイッチが入る様にします｡) 

？ シフトアップした後､もう一度点火カットされる。

  入力電圧が､一定電圧(最低 10V 以上)に達していない｡

(バッテリー又は電池の電圧が低いときは､このような症状が起きることがあります｡充電するか

新しいものと交換して下さい。) 
？ 低回転ではスムーズにシフトアップできるが高回転になると入らなくなる｡

 ① 高回転での点火カット時間が短い｡（ボリュームで少しカット時間を長くして下さい｡）

 ② 高回転になると点火プラグ、点火コイル等からのノイズが大きくなります、シフターユニットが

ノイズを拾うと、ある回転域からカット時間が極端に短くなり、点火カットされていない様な状

態となる場合があります、配線の取り回しを変更する等のノイズ対策をしてください。

？ シフトアップしていないのに点火カットされる。

ロッドスイッチの荷重設定が車輌に合わず弱すぎる場合は、シフトペダルの振動でスイッチが入る可能性があります。

シフトアームのレバー比によってはロッドスイッチの荷重設定が合わない場合がありますので、ご相談下さい｡

？ 高回転が回らない

  振動の多いところ(フレーム等)に取り付けると振動により内部のリレー共振して高回転が重くなっ

たりリミッターがきいた様になります。振動のない所にユニットを移動するか振動対策をして下さい。

？ 1 速から 2 速に高回転でシフトアップするときにショックがある｡固い｡ 

特にストリート用車輌の場合は、他のギヤよりもギアレシオが離れている場合が多いので、カット

時間が足りなくなり入りにくい場合があります｡

ニュートラル補正線を接続するか、補助的にアクセルを少し戻して使用して下さい｡

？ 全体的に点火カット時間が長く、点火復帰にばらつきがある。

  燃料のセッティングが濃い目の場合に、プラグかぶりが生じ点火復帰が遅くなったり復帰時間が一

定しない場合があります、適正な燃料のセッティングで走行してください。

？ 全体的に点火カット時間が長く、カット時間調整のボリュームを調整しても時間に変化が無い。

  ユニットからの青、白線を接続する時に、青線が ECU 又は CDI 側になっていないと、ユニット

内での回転数の認識ができなくなり、回転数に関係なくカット時間が最長で固定されてしまいます。

必ず青線を ECU 又は CDI 側、白線をコイル側に接続して下さい。

？ 全体的に点火カット時間が短く、カット時間調整のボリュームを調整しても時間に変化が無い。

  ユニットに供給される電圧が 12V 以上でも電流値が少ない場合に起こる場合があります。

  レース用車両等の発電容量が少ない場合は、バッテリー又は電池を使用して電気容量を確保して下

さい。

【仕様】 電源電圧          10Ｖ ～ 12Ｖ
消費電流   待機時    12ｍＡ     

 作動時    37ｍＡ

 寸法            40×20×55 (mm) 
取りつけ、又は製品についてのご不明な点や質問等ありましたらお気軽にご連絡ください。

確実に使用できるまでお答えします。
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シフターとはシフトアップ時に点火を間引くことにより、シフトアップの時に操作するアクセルを戻

す､クラッチを切るという操作を不要にするシステムです。

さらに電気的に点火カットの時間を制御しているため、人間の操作より早くスムーズなシフトアップ

を可能にしています。

主な特徴としては

１． 点火をカットする時間を回転数によって変化させています。

低回転では長く､高回転では短く自動的に変化させる事で、広い範囲でスムーズにシフトアップできます。

２．約 2500~3000 回転以下ではシフターは作動しません。（1 回転１パルスの場合）

これは､ニュートラルに入れるときにシフターが作動してエンストをするのを防ぎます。

３．点火カット時間の設定変更は、パソコン、専用機器を必要としませんので、使用条件が変わった場

合でも手軽にドライバーのみで簡単に調整できます。

４．ニュートラル補正線を接続すると 1 速から２速にシフトアップするときに点火カット時間を通常

よりも少し長くすることができます。

これは１→２速が他のギヤ比より特にワイドに設定されている場合、点火カット時間が足りなくな

るのを補正しています。

(レーサー等のニュートラルスイッチの無い車両では､使用できない機種もあります。) 

作動回転数の注意事項
・点火信号が２回転１パルスの車輌の場合（ニンジャ 250 、YZF-R25 等の４サイクルインジェクシ

ョン車に多い）は、作動開始回転数が 5000~6000 回転となります。

・点火信号が１回転２パルスの車輌の場合（R1-Z、TZR250(1KT,3MA)、TDR250、RZ250/350,等
の２サイクル２気筒でも 1 コイル車輌）は、作動開始回転数が 1250～1500 回転となります。

【同梱部品】
１ バトルシフターコントローユニット     ………………１

２ ロッドスイッチセット又はプルスイッチセット ………………１

３ 電源用ハーネス             ………………１

４ タイラップ 250mm（ユニット取り付け用） ………………２

５ 割り込み端子               ………………２

６ 調整用ドライバー             ………………１

まず取り付ける前に次のことに注意してください
◎末永くご愛用して頂くために取り扱い説明書を必ずよくお読みください。

◎本製品は､電子部品のため落としたり強い衝撃を与えないでください。

◎走行するときは､必ず調整窓をふさいでください。
◎【取り付け方法】について、バトルシフター本体及び車輌の電装品の破損の原因に

なる配線間違い､特に電源の〈＋〉〈－〉絶対に間違わないように注意してください

  必ずシフター本体の〈－〉電源(黒配線)は､フレームにアースしてください。

〈－〉電源(黒配線)を間違えなければ､シフター本体及び車輌の電装品に影響はありません

◎【本体の取り付け方】について､ユニットと車両本体の間には必ずスポンジラバーをはさみ

  タイラップでの固定は､スポンジがつぶれないように締めてください。



【取り付け方法】

･取り付ける車輌の取り扱い説明書についている配線図をよく見て取り付けて下さい。

･取り付ける時は､バッテリーの－側の端子を外して下さい｡

電源用配線

赤リード線…12ボルトの〈＋〉電源をとります。

割り込み端子を使用し、車輌のメインスイッチをオンにしたとき12Vの出力が出るところに配線します。

(割り込み端子の使い方は後のページを参照下さい｡) 
  －配線する場所－

・ストリートバイク…フロント又はリアのブレーキスイッチのプラス電源がとれる線の方に割り

込み端子を使い､割り込ませて下さい｡

注意･･･ブレーキスイッチは２本の線がきています。どちらか入力か分からない時にはテスターで確認し、

メインスイッチをオンにしたときに12Vが出ている方の線につないで下さい｡

・レース用車輌でバッテリー等の常時電源が無く、タコメーター、水温計等の作動計器が有る

場合は、計器のプラス側電源に接続してください。

◯配線色の目安（車輌により多少違うものもありますので、必ずテスターで確認して下さい。）

        ホンダ車      ヤマハ車      スズキ車     カワサキ車

〈＋〉12V    黒         茶         オレンジ      茶

〈－〉12V    緑         黒         白         黒／白

黒リード線 ･･･車体にアースします。

フレームの6mmボルトが止めてある所(ラバーマウントされていないところ)に共締めして下さい｡  

＊塗装又はアルマイトは電気を通さないので、皮膜を剥がして必ずフレームアースになるように取り付けて下さい。

青・白リード線 ･･･イグニッションコイル信号線の差し替え、又は割り込み

イグニッションコイルの信号側の端子を抜き､シフターからの青リード線と白リード線に下図の

ように差し替えます｡

使用条件に合った時間設定をしてご使用下さい。
＊ 症状別の対応方法は、“こんなときは？“参照ください。

【シフターユニット取り付けの注意事項】
・メインフレームは振動が多い為､できるだけ取り付けを避けて下さい｡

メーターステー､シート下などの振動の少ない場所に タイラップ等を使いユニットを固定します。

・シフターユニットのスポンジラバーは必ず貼ってください。

・タイラップで固定するときにラバーが完全につぶれないように取りつけて下さい｡

・シフターユニットがラバー以外に接触しないように取りつけてください。

・ハンドルを左右に操作した時に各配線がハンドルストッパー等に挟まれないか確認してください。

・本体は電子部品の為､〈水〉〈熱〉〈埃､塵〉〈振動〉等の多い所は､本体の故障の原因になるので避けて下さい｡

・イグニッションコイル､プラグの近くは､ノイズ等により誤動作の原因になるので離して取り付けて下さい。

【こんなときは？】
？ エンジンがかからない

 ・イグニッションコイルへの配線の接続、２コイルの場合は左右の配線が混同していないか。

（青線と白線がビニールチューブで対になっているのが 一気筒分です。）

青線と白線が接続されていれば、シフターユニットに電源が供給されていなくてもエンジンは始動します。

？ ペダルを操作(シフトアップ)しても点火カットしない。

 ① 3000 回転以下で操作している。 (3000 回転以下では､シフターは作動しません。) 
② スプリング式プルスイッチの場合、スイッチの位置調整がずれている。

(シフトペダルの遊びが終わり、シフトドラムが回り始めるところでスイッチがＯＮに(ＬＥＤが

点灯)するように調整する。 詳細は､プルスイッチの説明書を参照して下さい) 
③ 電源の配線を間違えている、又はアース不良。

〈＋〉〈－〉の配線をよく確認し、テスターでシフターユニットの赤線とボディアースの間で 12
Ｖが来ているか確認して下さい。

④ ロッドスイッチの組付け方の確認（スイッチが常に ON の状態、シフターユニットの LED が点

きっぱなしになっていると点火カットされません）

1) ロッドを止めるロックナットとスイッチの隙間を１mm 以上とっていない。

2) スイッチにロッドエンドを取り付ける際にネジ部を 18mm 以上入れている。

 ⑤ ユニットのＬＥＤが点灯しない。

  ・スイッチが破損している。

ペダルをシフトアップ方向に動かした時に、テスターでスイッチ側の２P カプラー間での導通の

有無を確認して下さい。スイッチ側の導通がなくユニット側の２P カプラー間を短絡させて、

LED が点灯する場合は、スイッチの破損が考えられます。

  ・ロッドスイッチの押し引きの方向を間違えている。

シフトダウン方向でスイッチの導通がある場合（LED が点灯する場合）は押し引きの方向を間

違えています、正しいスイッチに交換して下さい。

？ シフトアップ時のペダルのタッチが固い。

① ペダル軸受部、ロッドエンドの作動状態を確認し、スムーズに動く様に注油又はグリスアップして下さい。



【割り込み端子の使い方】
①の配線（車輌本体より出ている〈＋〉12V の配線）割り込み端子の 

みぞ側に取り付けます。

②の部分のキャップで①の配線を止めます。

③の配線（シフターより出ている赤色の配線）を割り込み端子の穴側    

に取り付けます。

④の金具で①と③の配線をプライヤー等でカシメます。

⑤の部分のキャップでふたをして完成です。

電源、ロッドスイッチ作動確認
・メインキーをＯＮにしてエンジンを掛けずにシフトアップの動作をした時に、ユニット上面にある

ＬＥＤランプが点灯するか確認してください、ＬＥＤランプが点灯しない場合は各配線をもう一度

確認し直してください（電源のアース線は塗装又はアルマイト処理でアースが落ちにくくなっている場

合があります、その時は接触面をヤスリ等で削り地肌を出してから取り付けてください）。

点火カット時間調整
・シフターユニット上面のロゴマーク下側のボリュームにて点火カットの時間を調整します｡

・シフトアップした時にショックが無く､スムーズに変速が可能なように調整します。

点火カット時間の長い短いの見分け方としては､

長い場合 →変速した時にスピードが鈍る｡車両がピッチングする。シフトタッチはスムーズに入る｡

短い場合 →変速した時に゛ガツン″としたショックがある。

高回転まで回したときにシフトアップができない、又はギヤ鳴り、ギヤ抜けを起こす、 シフ

トタッチは､固い感じがする。

ボリューム調整の注意点

＊ ボリューム穴は、出荷状態ではシールで塞いであります。はがして調整して下さい。

水や埃の侵入は故障の原因となりますので、調整後はボリューム穴をテープ等で塞いで走行してください。

＊ 点火カット時間は低回転では長く、高回転に行くに従って短くなります。

低回転又は通常走行時にショック無くスムーズにシフトアップができる様に調整して

いると、高回転時にカット時間が短くなりすぎて、ギヤ鳴り、ギヤ抜けを起こす場合が

有ります、通常走行時は少し長いかな？というぐらいから調整を始めて下さい。

＊ 点火カット時間調整が短い時はギヤ鳴り、ギヤ抜けを起こす場合が有ります。

ミッションを傷める事になりますので、各ギヤでスムーズにシフトアップできる様に

調整が済むまでは無理な走行をせず、補助的にアクセルを少し戻して走行して下さい。

＊ ストリートバイクではギヤレシオが広い車両が多く､特に 1 速から 2 速､2 速から 3 速の高

回転で入れる時にギヤが入りにくい、又はシフトショックが大きい場合があります。

  そのような車両は､シフトアップする時に補助的にアクセルを少し戻して走行して下さい。

＊ バトルシフターユニットは各回転数でのみカット時間を自動で変化させています。

各ギヤ間、速度、アクセル開度によるカット時間の設定はできません。

各ギヤ間でのギヤ比の変化が大きい、シフターの作動開始からレブリミットまでの使用範

囲の広い等の場合は、対応範囲を超えてしまう事があります。

〇ダイレクトイグニッション車への配線方法

各イグニッションコイルへ配線されている2本の線の内、各気筒で共通の色でない方の線が信号側の線になります。

この線を下記の通り各気筒分を加工し配線します。 

① コントロールユニットからイグニッションコイルへの配線（信号側）を切断して下さい｡

② 切断した配線の皮膜を少し取り､付属の平端子をカシメます。

ユニット側にメスの端子を､コイル側にオスをカシメます｡

③ シフターの青リード線をメス側の平端子に､白リード線をオス側の平端子にそれぞれ接続します。

注意 １ 青リード線と白リード線はセットで使用します｡２セットある場合は混同しないように注意下さい｡

   ２ イグニッションコイルが２個ある車輌は､コイルへの配線のうち同じ色がきているものがアース線で、  

違う色の配線が信号線です。 

   ３ イグニッションコイル線の信号線とアース線の見分け方は、－側の配線は､フレームと導通があります ｡  

導通のない側が信号側となります。

ロッドスイッチ取り付け ･･･白色２Pカプラー
・ＳＴＤのチェンジロッドを取り外し、ＫＩＴのロッドスイッチを取り付けペダル高さの調整してください。

・ロッドスイッチの配線はペダル操作時に無理な力がかからないように、適度な弛みを持たせて固定

してください、配線をステッププレート後ろ側に通す場合は、ドライブチェーンに巻き込まれない

ように、フレーム等にタイラップで固定してください。

・ロッドスイッチの不作動、破損の原因となりますので、ロッドスイッチとシフトペダル、フレーム、ステッププ

レート等が干渉する恐れがある場合は、カラー等を使用して適度なクリアランスを保つ様にしてください。

水色リード線･･･ニュートラル補正線
・エンジン側ニュートラルスイッチから出ている配線又は、メーター側ニュートラルランプの配線に割り込み端子を

使い割り込ませて下さい｡

・１速から２速にシフトアップの際にニュートラルランプの信号を入力すると、通常よりも少しカット時間が長くなります。

・１→２速が他のギヤ比より特にワイドに設定されている場合に使用します。

・１→２速への変速時に他のギヤに比べて、ガツンと硬い目の変速ショックが出る場合に接続します。

・カット時間が長くなりすぎて、落ち込みが大きく出る場合は接続しないで下さい。

・常時車体アースとすることで全体のカット時間を伸ばす事もできます。


